
湘
子
百
句
、
夢
と
希
望 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本
　
京 

　
黒
澤
あ
き
緒
さ
ん
の
『
あ
か
つ
き
の
山
』
は
、
「
藤
田
湘
子
第

十
句
集
『
神
楽
』
を
読
む
」
と
い
う
連
載
が
一
冊
に
な
っ
た
本
で

あ
る
。
感
動
し
た
私
は
、
迂
闊
に
も
、
連
載
だ
っ
た
ら
私
に
も
出

来
る
か
も
、
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
轍
郁
摩
さ
ん
と
相
談

し
て
、
湘
子
百
句
の
鑑
賞
を
試
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
始
ま
り
は

二
〇
二
〇
年
の
一
月
一
日
と
決
定
。
週
刊
で
二
年
間
、
結
果
的
に

こ
の
計
画
に
随
分
と
助
け
ら
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
時

期
と
重
な
っ
た
の
で
あ
る
。
無
聊
の
日
々
を
、
湘
子
の
俳
句
と
対

峙
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
通
り
の
日
常
を
維
持
出
来
た
と
思
う
。 

　
今
回
は
、
京
と
郁
摩
の
共
選
に
よ
り
対
象
句
を
選
ん
だ
。 

　
私
の
好
き
な
「
湘
子
百
句
」
の
選
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
、
今
の
私
の
夢
と
希
望
で
あ
る
。 

２
０
２
１
年
（
Ｒ
３
）
１
２
月
１
日
　
百
句
鑑
賞
を
終
え
て


